
FabCityの可能性を描く
(慶應SFC大学院プロジェクト科目・「ソーシャル・ファブリケーシ

ョン」)
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Fab9

Fab9
海外ファブラボ代表者140名+ 国内ファブラボ代表者32名
協賛企業 20 名   合計192 名参加（40 カ国）
 
 

Fab Symposium
一般・学生参加者 522名 (一般443名 学生79名)
代表者会議参加者 170名
協賛、後援関係者 88名
プレス関係者 28名    合計808名参加



After Fab9

Fab Lab Kannai
 

Keio Univ. Social Fabrication Center YOKOHAMA

 
Fab Lib (Library) Project (図書館総合店)

 
YCC



Keio Univ. Social Fabrication Center YOKOHAMA

- ファブオフィス (岡村製作所との共同研究)

 
- 屋外でつかう「X」をつくる (岡村製作所との共同研究)

 
! 自転車Personal Hack
 
 



Yokohama - Barcelona



Smart Citizen 勉強会



“Creative” Digital Fabrication





FabCity 研究会/ワークショップ
 
Context:
10/17(Thu) 18:30-20:00  田中浩也 「FabCityの考え方ーバルセロナ」 @ YCC
11/14(Thu) 18:30-20:00　「文化芸術創造都市―横浜」 @ YCC
 
Contents:
11/28(Thu) 18:30-20:00　加藤文俊 「路上から(仮)」 @ SFCSFC
12/12(Thu) 18:30-20:00　水野大二郎 「メタデザイナの役割 （仮）」　@ SFCSFC
                                      NTT Data, 　博報堂
12/26(Thu) 18:30-20:00　岡部大介 「まなびから(仮)」 @ 横浜コミュニティデザイン
ラボ、忘年会

 
Proposal:
1月                                  岡村製作所+田中浩也研究室 「場から (仮)」 @ ?



1. Barcelona Fab Cityの紹介 
2. 地産地消Fabマップの紹介+次回までの宿題WS
3. Social Fab Center 横浜見学,
   食事会



Fab Cityの考え方(Barcelona)
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Fab Lab Barcelona

From a computer                    to a House
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Fab Lab Barcelona

From a computer                    to a House

Urban System (ソフトな都市計画)



Fab Lab to Fab City



世界デザイン会議 (1960)
      world design conference

5.7-5.16,  27 countries,  200+ participants



世界デザイン会議 (1960)
      world design conference

 



  「デザイン」という考え方が日本に本格的に伝えられた
the concept of “Design” was introduced.

 
  日本と世界のデザイナーが深い交流をした
    interactions among international members.
 
  高度成長期が到来した
   the period of high economic growth.
 
  「メタボリズム」というデザインコンセプトのきっかけにな
った

  “METABOLISM”

 
 



「ファブ」という考え方が日本に本格的に伝えられた
the concept of “Fab” is being introduced.

 
日本と世界のメイカーたちが深い交流をした
interactions among international members.

 
高度成熟期が到来した
the period of highly matured society.

 
「メタ・ファビング」というコンセプトのきっかけになった
 
 



新陳代謝

METABOLISM



社会

産業文化 経済

教育
学習暮らし

職業

国際

資源

情報

都市

生活

芸術

地域

生きがい

働きがい



つくる社会をつくる／ファブを支えるファブ

META-
FABBING



Meta-Fabbing?
ー「購入と所有」で満たしていた欲望を、「創作と交流」で満ちるも
のへと

部分的に置き換えていく
 
ー創造的縮小・・・「自産自消(Personal Fab)」と「地産地消(Fab

City)」
を高めていく
 
 
そのための「インフラ」「メタデザイン」「創造産業」のかたちを考
える

 



Web, Internet (ネット・カルチャー)の発見を
「ものづくり」に反映する

(1) スタンドアローンの工作機械から、ネットワークの工作機械へ  
 
  自律・分散・協調、オンデマンド・オンサイト型製造システム (Fab-

OS)
 
  ・ ”ネットワーク端末”となった無数の３Dプリンタが連動して仕事を行う
 
 ・  必要な場所で、必要な量を、必要な時に製造 (オンデマンド適量生産)
 
  ・  ものの輸送からデータによる遠隔転送へ。Co2を軽減できることによる環境負荷低
減
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オープンデザインの「学習帳」 GitFAB   (田中浩也研究室+Mozilla
Japan)



これからの何十年かは、デジタル化とソーシャル化が「もの」の世界に拡がって、
「ファブ社会」が生まれるだろう。さらにその先には、「仲間（ピア）」が中心に
なって
社会問題を分散的に解決するためのさまざまな工夫や仕組みが普及する「仲間社
会」が
待っているのではないか。
 
前世紀後半、私たちは仲間で交信するためのソーシャルなメディアとネットワー
ク、
それを支えるインフラ（インターネット）をもった。そして今世紀前半、仲間との
ものつくり
（ソーシャルファブ）をするツールとそれを支えるインフラ（FabLabネット）を持
とうとしている。
 
この流れは、スティーブン・ジョンソンのいう、仲間（ピア）ネットワークと、
「仲間進歩主義」
の展開の流れにみごとに沿っている。しかし、ガーシェンフェルドにいわせると、
現在のファブ
社会には、まだ情報の「インターネット」に対比できるようなインフラはできてい
ない。

公文俊平先生



３Ｄプリンターが普及した未来のファブ社会では、その原料(グープ、泥)の供給
が、
石油やガスに似たインフラになるだろう。現在グープは100種類ほどあるが、
将来どれがどの程度使われるようになるかはまだわからない。
多分種類は絞られてくるだろう。
 
未来の「グローバル・グープ社」 (これは私の仮称)は、どんな販売戦略をとるだ
ろうか。
今日のプリンター会社がとっている、本体を安くインクを高く売るのと似たよう
な
販売戦略をとるかも。グープは灯油のようにトラックで配送されるか、ガスのよ
うに
パイプで送られてくるだろう。
 
３Ｄプリンター用の原料（グープ）を生産する産業と、その供給・回収のための
インフラを
構築・運用する産業が、これからの「第三次産業革命」の主導産業になるのでは
ないか。
それが「第一次情報革命」の突破にあたるFabLab運動を支える。（ 了）
 



 
- 3Dプリンタ、毎年20％の成長、2021年までに108億ドル（ゴールドマンサッ
クス）
 
- 2025年MAX60兆円を予測、製品全体の30%-50%は
消費者　自ら3Dプリントの可能性がある（マッキンゼー）
 
- 自家3Dプリントが家あたり毎年2,000ドルの節約になる （ミシガン工科大
学）
 
- 教育・・・米国内教育機関1000施設に３Dプリンタを設置
 
-　インハウスファブが増加すれば、ファブレスメーカーが活躍
 



Self-Sufficient Fab Map


